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難
波
宮
か
ら
藤
原
宮
へ

｜
日
本
古
代
宮
都
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て
｜

【講
演
】は

じ
め
に

只
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
中
尾
で
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
よ
う
に
難
波
宮
跡
の
調
査

・
研
究
は、

一
九
五
二
年

（
昭
和
二
七
）
の

「
大
阪
城
祉
研
究
会
」
以
来
、
大
阪
市
立
大
学
と
の
密
接
な
連
携

の
も
と
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
私
は

一
九
六
O
年

（昭
和
三
五
）一一

月
か
ら
難
波
宮
跡
の
発
掘
調
査
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
根
徳
太

郎
先
生
、
浅
野
清
先
生
、

直
木
孝
次
郎
先
生
な
ど
大
阪
市
大
の
先
生
一
方
か
ら
長
年

に
わ
た
っ
て
大
変
大
き
な
教
え
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
市
大
の
考
古

学
研
究
会
の
み
な
さ
ん
に
は
長
年
に
わ
た

っ
て
発
掘
調
査
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
伝
統
あ
る
考
古
研
が
最
近
廃
部
に
な
っ
た
と
聞
い
て
本
当
に
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
も

一
九
八
六
年

（昭
和
六

二

か
ら

一
九
九
五
年

（平

成
七
）
ま
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
本
日
講
演
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
大
変
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
大
阪
市
大
の
諸
先
生
や
皆
様
方

中

尾

治

芳

に
こ
の
席
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
難
波
宮
か
ら
飛
鳥
宮
を
経
て
藤
原
宮
が
成
立
す
る

ま
で
の
日
本
古
代
宮
都
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
私

の
考
え
る
と
こ
ろ
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
ー
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
藤
原
京
が
現
在
文
献
史
料
的
に
も
考
古
学
的
に
も

確
認
で
き
る
最
初
の
条
坊
制
都
城
で
あ
り
、
そ
の
後
平
城
京
、
長
岡
京
、

平
安
京

へ
と
変
遷
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
藤
原
京
や
藤
原
宮
は
七
世
紀
後
半

に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
至
る
七
世
紀
の
日
本
古
代
宮

都
の
変
遅
過
程
が
存
在
し
ま
す
。

藤
原
宮
に
先
立
つ
七
世
紀
代
の
日
本
古
代
宮
都
の
考
古
学
的
な
調
査
は
難
波
宮
跡

（一

九
五
四
年
j
）
と
飛
鳥
宮
跡

（
一
九
五
九
1
）
を
中
心
に

一
九
五

0
年
代
か
ら
長

年
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
前
期
難
波
宮
跡
か
ら
飛
鳥
宮
跡
I
期
遺
構
、
飛
鳥
宮
跡

E
期
遺
構
、
飛

烏
宮
跡
皿
｜
A
期
遺
構
、
飛
鳥
宮
跡
E
l
B
期
遺
構
を
経
て
藤
原
宮
に
至
る
変
遷

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
飛
鳥
宮
跡
I
－

E
期
遺
構
は
皿
期
遺
構
と
重
複
し
て



i寅講

い
る
た
め
遺
構
の
実
態
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
前
期
難
波
宮
跡
が
孝
徳
天
皇

の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
、
飛
鳥
宮
跡
I
期
遺
構
が
錦
町明
天
皇
の
飛
鳥
岡
本
宮
、
飛
鳥

宮
跡
E
期
遺
構
が
皇
極
天
皇
の
飛
鳥
板
葺
宮
、
飛
鳥
宮
跡
皿
｜
A
期
遺
構
が
斉
明

天
皇
の
後
飛
鳥
岡
本
宮
、
飛
鳥
宮
跡
皿
｜
B
期
遺
構
が
天
武
・
持
統
天
皇
の
「
飛

鳥
浄
御
原
宮
」
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
ぼ
確
実
に
な
り
ま
し
た
。

図
2
は
、
七
世
紀
の
宮
都
の
変
遷
図
で
す
が
、
前
期
難
波
宮
は
古
代
宮
都
の
中

で
最
大
の
規
模
を
持
つ
内
裏
南
門
を
境
に
北
の
内
裏
地
域
と
南
の
朝
堂
院
地
域
に

Eコ

内 轟

・.
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二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
古
天
皇
の
小
墾
田
宮
の
古
い
段
階
で
は
内
裏
の
正
殿
は

「
大
殿
」

一
つ
だ
け
で
し
た
が
、
前
期
難
波
宮

（長
柄
豊
碕
宮
）
に
な
り
ま
す
と
公

的
な
場
で
あ
る
「
内
裏
前
殿
」
と
私
的
な
場
で
あ
る
「
内
裏
後
殿
」
に
機
能
が
分

か
れ
ま
す
。
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
内
裏
後
殿
」
の
後
に
も
正
殿
が

存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
内
装
に
は
合
計
三
つ
の
正
殿
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

飛
鳥
宮
跡
E

A
－

B
期
の
い
わ
ゆ
る
「
内
郭
」
部
分
は
前
期
難
波
宮
の
内
装

に
相
当
す
る
部
分
に
当
た
り
、
前
期
難
波
宮
と
同
じ
く
南
北
に
三
つ

の
正
殿
が
並

ん
で
い
ま
す
。

Eー

B
期

（飛
鳥
浄
御
原
宮
）
は、

Eー

A
期
（
後
飛
鳥
岡
本
宮
）
の
東
南
部
に

「東
南
郭
」
を
追
加
建
設
し
た
も
の
で
、
そ
の
正
殿
が
東
南
郭
正
殿
あ
る
い
は
小

字
名
を
と

っ
て
「
エ
ピ
ノ
コ
郭
」

「
エ
ピ
ノ
コ
大
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物
が
藤
原
宮
の
大
極
殿
に
先
立
つ
「
大
極
殿
」
に
な
る
の
か

ど
う
か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
図
を
見
て
分
か
る
の
は
、
前
期
難
波
宮
と
藤
原
宮
大
極
殿

・
朝
堂
院
の
規

模
・
構
造
が
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
飛
鳥
宮
に
前
期
難
波
宮

難波宮から藤原宮へ〔中尾〕

や
藤
原
宮
の
朝
堂
院
に
相
当
す
る
部
分
が
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

前
期
難
波
宮
や
飛
鳥
の
諸
宮
の
年
代
や
宮
号
比
定
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
前
期
難
波
宮
か
ら
飛
鳥
の
諸
宮
を
経
て
藤
原
宮
に
至
る
日
本
古
代
宮

都
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
る
論
議
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
期
難
波
宮
を
め
ぐ
っ
て

（

1）
 

年
代
と
宮
号
比
定

こ
の
中
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
前
期
難
波
宮
で
あ
り
ま
す
が
、
図
3
は
上
町

台
地
先
端
部
の
旧
地
形
と
前
期
難
波
宮
の
立
地
を
示
し
た
も
の
で
す
。
前
期
難
波

宮
が
上
町
台
地
の
先
端
部
の
最
高
所
の
平
坦
部
を
選
び
、

七
世
紀
の
中
ご
ろ
に
数

多
く
の
谷
筋
を
大
々
的
に
整
地
し
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

前
期
難
波
宮
跡
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
は
孝
徳
朝
説
と
天
武
朝
説
が
あ
り
、

ー「

大

化
改
新
論
争
」
と
も
関
連
し
て
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
古
代
の
遺
跡
の
年
代
の

推
定
に
当
た
っ
て
は
普
通
は

一
緒
に
出
土
す
る
瓦
や
土
器
の
年
代
を
参
考
に
し
て

決
め
て
い
く
の
で
す
が
、
前
期
難
波
宮
の
場
合
、
瓦
茸
き
で
は
な
い
の
で
瓦
が
出

土
し
な
い
こ
と
、
こ
れ
ま
で
発
掘
さ
れ
た
の
が
内
裏

・
朝
堂
院
な
ど
の
造
物
の
出

土
が
少
な
い
中
枢
部
分
で
あ
っ
た
こ
と、

奈
良
時
代
の
難
波
宮
再
建
時
に
前
期
難

波
宮
の
旧
地
表
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
当
時
の
土
器
が
出
土
し
な
い
こ

と
な
ど
が
前
期
難
波
宮
の
造
営
年
代
の
決
定
を
難
し
く
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
考
古
学
的
調
査
の
成
果
、
特
に
前
期
難
波
宮
造
営
に
伴
、
つ
整

地
層
や
造
営
工
事
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た

「難
波
宮
下
層
遺
跡
」
か
ら
出
土

す
る
土
器
の
年
代
と
文
献
史
料
と
の
総
合
的
理
解
の
上
に
立
っ
て
前
期
難
波
宮
跡

が
孝
徳
朝
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
考
古
学
研
究
者

の
多
く
や
文
献
史
の
研
究
者
の
賛
同
が
次
第
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

土
器
の
型
式
に
基
づ
く
考
古
学
的
な
年
代
観
に
懐
疑
や
不
信
感
を
も
っ
研
究
者
が

ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
。
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演言露

そ
の
後
一

九
九
七
年

（平
成
九
）
に
内
裏
西
方
倉
庫
群
に
伴
う
水
利
遺
構
か
ら
多

数
の
土
器
群
が
出
土
す
る
な
ど
前
期
難
波
宮
の
年
代
の
基
準
資
料
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ

っ
て
難
波
地
域
の
土
器
編
年
が
さ
ら
に
検
証
さ
れ
、
七
・
八
世
紀
の
飛
鳥

・

藤
原
地
域
や
大
阪
府
陶
邑
古
窯
跡
群
の
土
器
編
年
と
も
整
合
す
る
精
綴
な
土
器
編

年
に
基
づ
い
て
前
期
難
波
宮
跡
を
孝
徳
朝
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
に
比
定
す
る
研
究

が
進
み
ま
し
た

（図
4
）。

さ
ら
に

一
九
九
九
年

（平
成

一
一
）
秋
、
前
期
難
波
宮
北
西
部
に
当
た
る
谷
部
の

下
層
か
ら
六
四
八
年

（大
化
四
）
に
当
た
る
「
戊
・申
年
」
木
簡
を
含
む
費
木
簡
や
評

木
簡
な
ど
三
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
前
期
難
波
宮
跡
が
孝
徳
朝
の
難

波
長
柄
豊
碕
宮
で
あ
る
可
能
性
を

一
層
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
考
古
学
的
な
年
代

観
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
文
献
史
の
研
究
者
に
も
孝
徳
朝
説
が
支
持
さ
れ
る
大
き
な

契
機
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
前
期
難
波
宮
H
難
波
長
柄
豊
碕
宮
説
は

「通
説
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（2
）
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
造
営
過
程
l
「
ニ
段
階
説
」
を
め
ぐ
っ
て

難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
造
営
過
程
に
関
し
て
私
は
「
大
化
元
年
十
二
月
、
都
を
難

波
長
柄
豊
碕
に
避
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
造
営
の
地
が
定
め
ら
れ
、

小
郡
や
大
郡
を
仮
宮
と
し
て
改
修
す
る
工
事
と
並
行
し
て
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
造

4 

営
を
目
指
し
た
基
盤
整
備
や
基
礎
地
業
の
た
め
の
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

図
3
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
長
柄
豊
碕
」
の
地
を
宮
の
地
と
す
る
た
め
の
大
々

的
な
整
地
工
事
を
は
じ
め
飛
鳥
の
地
か
ら
移
り
住
む
豪
族
や
官
人
た
ち
の
邸
宅
・

住
居
の
た
め
の
造
成
工
事
、
難
波
と
飛
鳥
を
つ
な
ぐ
「
難
波
大
道
」
の
建
設
、
難

波
津
な
ど
の
港
湾
整
備
な
ど
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
工
事
が
大
化
二
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
と
思
い
ま
す
。

「大
化
一
一年
三
月
条
、
新
宮
を
造
る
た
め
に
農
月
に
民
を
使

役
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
」
や
「
大
化
三
年
是
歳
条
、
工
人
荒
田
井
比
羅
夫

が
誤
っ
て
溝
潰

（み
ぞ
）
を
掘
っ
て
難
波
に
引
き
入
れ
、
百
姓
を
疲
弊
さ
せ
た
」
の

記
事
は
、
新
宮

（難
波
長
柄
盛
碕
宮
）
の
造
成
工
事
に
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
過
程
を
経
て
、
白
維
元
年
十
月
条
に

「宮
の
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i寅百草

地
に
入
っ
た
た
め
に
墓
や
住
居
を
移
さ
れ
た
人
々
に
補
償
し
、
宮
の
堺
の
標

（し
る

し
）
を
立
て
た
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
の
時
か
ら
新
宮
殿
の
建
築
工
事
に
か
か
り
、
白

維
二
年
十
二
月
に
そ
の
地
名
を
と
っ
て
「
難
波
長
柄
豊
碕
宮
」
と
命
名
、
最
終
的

に
白
雄
三
年
九
月
に
宮
殿
が
完
成
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
吉
川
真
司
さ
ん
は
、
ま
ず
第

一
段
階
と
し
て
大
化
元
年
冬
か
ら
小

郡
宮
の
造
作
を
開
始
し
て
大
化
＝
一
年
秋
冬
頃
に
竣
工
。
次
い
で
大
化
五
年
の
立
評
、

中
央
官
制
の
整
備
、
政
権
首
脳
部
の

一
新
な
ど
を
受
け
て
大
化
五
年
秋
冬
頃
か
ら

豊
碕
宮
の
整
地
と
造
営
が
始
ま
り
、
白
幾
三
年
九
月
に
完
成
し
た
と
す
る
「
二
段

階
説
」
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
（
吉
川

一
九
九
七
）。

私
は
難
波
遷
都
の
本
命
は
当
初
か
ら
難
波
長
柄
豊
碕
宮
で
あ
り
、
小
郡
宮
は
小

郡
を
改
修
し
た
些
碕
宮
完
成
ま
で
の
い
わ
ば
「
仮
宮
」
的
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

難
波
遷
都
に
伴
っ
て
多
く
の
宮
号
が
登
場
し
ま
す
が
、
子
代
離
宮
H
小
郡
宮

（直

木
孝
次
郎
・
古
川
真
司
）
、
味
経
宮
H
豊
碕
宮
（
吉
川
其
司
）
、
難
波
碕
宮
H
豊
碕
宮
（
酋

本
昌
弘
）
な
ど
各
氏
の
意
見
が
あ
り
、
ま
た
白
雄
元
年
十
月
条
の
記
事
に
つ
い
て
も

「
造
営
の
開
始
を
意
味
す
る
記
事
で
は
な
く
、
造
営
が
ほ
ぼ

一
段
落
し
た
こ
と
を

し
め
す
」
と
す
る
西
本
昌
弘
さ
ん
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
長
柄
豊
碕
宮
の
造
営
過

程
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
再
検
討
・
再
構
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（3
）
雛
波
長
柄
豊
碕
宮
と
中
国
都
城
制

孝
徳
朝
に
お
け
る
唐
制
を
志
向
し
た
官
制
や
札
制
の
存
在
か
ら
み
て
長
柄
豊
碕

宮
の
造
営
に
当
た
っ
て
も
陪
・
唐
長
安
城
の
都
城
制
が
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

い
ざ
ど
こ
が
そ
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
な

か
な
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
が
注
目
し
た
の
は
長
柄
豊
碕
宮
の
内
裏

南
門
が
な
ぜ
あ
ん
な
に
大
き
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

表
ー
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
内
裏
南
門
は
七
×

一
一
関
で
そ
の
平
面

積
は
日
本
古
代
宮
都
の
中
で
最
大
の
大
き
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
内
裏

の
南
門
は
単
な
る
出
入
り
口
で
は
な
く
、
朝
庭
で
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
に

天
皇
が
出
御
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
当
然
大
き
く
、
正
殿
的
性
格
を
持
つ
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
大
き
す
ぎ
な
い
か
。
現
在
藤
原
宮
の
大
極
殿
院
南
門

が
内
裏
南
門
に
次
ぐ
大
き
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
は
平
城
宮
の
大
極
殿
院
南
門
同
様
五
×
二
聞
の
規
模
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

一
九
八
八
年

（昭
和
六
＝
一）
に
佐
竹
昭
さ
ん
が
「
藤
原
宮
の

-6ー

朝
庭
と
赦
宥
儀
礼
｜
古
代
宮
室
構
造
展
開
の
一
試
論
」

（
『日
本
歴
史
」
四
七
人

号
）
を
発
表
さ
れ
て
、
大
宝
元
年
十
一

月
乙
酉
条
の
記
事
を
史
料
と
し
て
、
藤
原
宮

の
大
極
殿
門
外
の
朝
庭
で
行
わ
れ
て
い
た
大
宝
以
前
の
赦
宥
儀
礼
は
唐
代
の
赦
宥

儀
礼
の
影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
で
、
藤
原
宮
大
極
殿
門
は
唐
三
朝
制
の
外
朝
に

当
た
る
唐
太
極
宮
承
天
門
の
機
能
の

一
部
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
唐
代
の
承
天
門
は
外
朝
正
殿
と
し
て
「
元
日
了
冬
至
の
儀
式
、

宴
会
、
赦
宥
、
新
制
の
施
行
、
外
国
使
節
の
応
待
な
ど
の
時
、
天
子
は
承
天
門
に

御
し
て
政
を
聴
く
」
所
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
長
柄
豊
碕
宮
の
内
装
南
門
と
藤
原
宮
の
大
極
殿
院
南
門
を
対
比
し
た
時
、

内
裏
南
門
が
大
極
殿
院
南
門
に
当
た
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
内
裏
荷
門
の
巨
大
性

と
正
殿
的
な
性
格
は
、
唐
＝
一
朝
制
に
お
け
る
外
朝
正
殿
と
し
て
の
承
天
門
の
性
格



難波宮から藤原宮へ〔中尾〕

宮城諸門の規模比較

宮 名 遺物名 規模 （間） 寸法 （m) 平面積 （『Ti)

前期雛波宮 内裏前段 （SB1801) 09×5 36.6×19.0 695.4 

内楽後段 （SB1603) Q9x5 34.3×14.6 500.8 

内裏南門（$83301) 07×2 32.7×12.3 402.2 

朝堂院南門 （SB4501) osx2 23.4×8.8 205.9 

宮南面中門 （朱雀門） osx2 23.4×8.8 205.9 

大海宮 内裏南門 （SBOOl) 07×2 21.2 x 6.3 133.6 

後飛鳥岡本宮（ill-A期） 内事E南院衛門（SB8010) osx2 14.8 x 5.4 79.9 

飛鳥浄御原宮（ill-BJ羽） エピノコ郭西門（SB7402) 05×2 14.8×5.4 79.9 

藤原宮 大極殿院南門 7X2 35.1×10.0 351.0 

朝堂院南門 5X2 (24.6×10.2) (250.9) 

宮南面中門 5X2 25.5×10.1 257.6 

平城宮 第l次大極殿院爾門 5×2 (23.8×11.8) (280.8) 

朱雀門 5×2 25.3 x 10.1 255.5 

第2次大極殿院南門 5X2 22.1 x 8.9 196.7 

向上 下層門 05×2 19.2×8.9 170.9 

第2次朝堂院南門 5×2 19.5 x 7.2 140.0 

向上 下層門 05×2 19.5×7.2 140.0 

書量減門 (7 x 2) (34.0 x 8.9) (302.6) 

長岡宮 大極殿院南門 5×2 (22.5 x 9.0) (202.5) 

表 1

（）内数値は復元値

2・”4ら

0印は掘立柱建物

S
A
3
0
3
 

un  ［！！国朱衛門s，鳥”

成長g:城宮 ・E注城復元関
..嶋田間酬明

」．ιー＇－－＇』ームー J前期難波宮i虚構配低図

唐長安減太極宮 ・皇械と前期難波宮
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i寅議

を
受
容
し
た
結
果
で
は
な

い
か
、
藤
原
宮
の
大
極
殿

院
南
門
は
そ
の
内
裏
南
門

の
規
模
と
性
格
を
継
承
し

た
も
の
で
、
引
い
て
は
前
期

難
波
宮
中
枢
部
の
構
造
は

唐
三
朝
制
（
外
・
中
・
内
朝
）

f瓦町＆品目叫んL守一一’ ，.品・
図6 前期難波宮内裏遊物の復元

と×門で 5 こもを
が二が藤 ） とのモ
明間内原 。 主でデ
らの裏宮最すはル
か規南の近存なに
に模門大のわい造
さでと極発けか営
れあ同殿掘でとさ
、るじ院調すいれ
そこ七南査菌うた

の
継
承
関
係
が
実
証
さ
れ

ま
し
た
。

大
化
五
年
三
月
、
孝
徳

天
皇
は
「
朱
雀
門
」
に
御

し
て
阿
倍
左
大
臣
の
死
を

悼
ん
で

「
挙
哀
」

し
た
と

あ
り
ま
す
「
朱
雀
門
」
の

名
は
後
世
の
潤
色
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
「
刑
部
尚
書

・
衛

部
・
将
作
大
匠
・調
官
頭
」
な
ど
の
唐
風
官
職
名
と
お
な
じ
く
唐
長
安
城
皇
城
の
正

門

「朱
雀
門
」
の
名
が
豊
碕
宮
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

図
6
は
私
た
ち
発
掘
調
査
関
係
者
と
日
本
建
築
史
の
鈴
木
嘉
吉
さ
ん
、
中
国
建

築
史
の
田
中
淡
さ
ん
、
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
の
専
門
家
の
方
々
と
の
共

同
研
究
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
前
期
難
波
宮
の
宮
殿
図
で
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
復
元
模
型
の
設
計
図
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
決

定
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
期
難
波
宮
の
建
築
が
掘
立
柱
で
瓦
を
茸
か

な
い
伝
統
的
な
建
築
で
あ
り
な
が
ら
、
き
わ
め
て
中
国
風
の
装
い
を
こ
ら
し
て
い

た
可
能
性
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

六
世
紀
末
に
始
ま
る
陪
・
唐
の
中
国
統

一
と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
高
句
麗
・
百

-8-

済
・
新
羅
三
国
の
騒
乱
を
契
機
に
し
て
政
治
的
・
軍
事
的
に
緊
張
の
高
ま
っ
た
東

ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
に
朝
鮮
三
国
や
日
本
で
は
権
力
の
集
中
を

め
ざ
し
て
政
変
が
お
こ
り
、
政
治
改
革
が
目
指
さ
れ
ま
す
。

六
四
五
年
の
蘇
我
入
鹿
の
暗
殺
事
件

（乙
巳
の
変
）
は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
状
況

の
中
で
日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
形
の
権
力
集
中
を
目
指
す
か
と
い
う
問
題
と
、
そ
れ

と
密
接
に
関
係
す
る
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
乙
巳
の
変
を
き
っ
か
け
に
し
て
成
立
し
た
孝
徳
天
皇
の
政
権
は
、
唐
の
制

度
に
倣
っ
た
官
職
や
儀
礼
を
取
り
入
れ
て
国
の
制
度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
図

5
に
対
比
し
て
示
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
唐
の
都
で
あ
る
長
安
城
の
太
極
宮
の
都

城
制
を
取
り
入
れ
て
難
波
長
柄
豊
碕
宮
を
造
営
し
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

空
前
の
規
模
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
中
国
風
の
大
宮
殿
は
、



広
大
な
朝
堂
院
の
朝
庭
に
全
固
か
ら
集
ま
っ
た
豪
族
た
ち
ゃ
朝
鮮
三
国
の
使
節
た

ち
の
目
を
驚
か
せ
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
な
権
威
と
秩
序
を
誇
示
す

る
舞
台
装
置
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

天
武
天
皇
の
新
都
造
営
と
難
波
宮
の
整
備

（

1
）
 

「飛
鳥
浄
御
原
宮
」
の
造
営
と
東
南
郭
正
殿
（
エ
ビ
ノ
コ
大
殿）

表
2
は
、
天
武
天
皇
の
新
城
目
新
し
い
都
の
造
営
と
天
武
朝
に
お
け
る
難
波
宮

整
備
に
か
か
わ
る
記
事
を
並
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

六
七
二
年
、
壬
・申
の
乱
に
勝
利
し
た
大
海
人
皇
子
は
飛
鳥
に
凱
旋
し
、
斉
明
天

皇
の
後
飛
鳥
岡
本
宮
（
El
A
期
）
の
南
に
新
宮
を
造
り
、
以
後
こ
こ
で
政
治
を
執

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
宮
の
実
態
は
飛
鳥
宮
跡
E
｜

B
期
の
遺
構
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
宮
は
一
般
的
に
は

「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
名
前
は
天
武
の
病
の
平
癒
を
願
っ
て
天
武
が
死
去
す
る
二
ヶ
月
前
の
六
八
六

年

（朱
山
崎
元
年
）
七
月
に
な
っ
て
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
後
飛
鳥
岡

本
宮
の
「
旧
宮
」
に
対
し

「
新
宮
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
代
に
お
け
る
「
歴
代
遷
宮
」

制
は
、
七
世
紀
に
な
る
と
宮
室
の
地
は
飛
鳥
の

地
に
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

宮
殿
は
静
明
天
皇
の
飛
鳥
岡
本
宮
、
皇

難波宮から藤原宮へ〔中尾〕

極
天
皇
の
飛
鳥
板
茸
宮
、
孝
徳
天
皇
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
、
斉
明
天
皇
の
後
飛
鳥

岡
本
宮
と
い
う
よ
う
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
て
、

「
歴
代
遷
宮
」
の
遺
制
が
残
つ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ひ
と
り
天
武
天
皇
だ
け
が
斉
明
天
皇
の
後
飛
鳥
岡
本
宮

を
全
面
的
に
建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
間
借
り
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
天
武
は
自
分
自
身
の
新
し
い
都
で
あ
る
「
新
城
」
の
造
営

天武天皇の新城造営と難波宮

ーJ』、 ムノ、 占ノ、ムノ、 」ノ、，，....、 占，，、ノム、ノ」、， ....... ノ、
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年年 年
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九月 七月 正月 三月 二月 二月 七月 三月 一月 一月 O月 九月 二月 是歳

~ f iよ ~ ~ ! ＇霊喜重；量員 室壬
天皇 飛烏 天皇にの巡皇天病の に下 、天皇 を虫り

内草主笛 行 車、内回量丹車の時

芭2与 砦手なる

。

表2を
計
画
し
て
い
た
の
で
、
後
飛
鳥
岡
本
宮
を
全
面
的
に
建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
代
わ
り
に
と
り
あ
え
ず
自
分
の
御
在
所
で
あ
る
「
大
安
殿
」
を
新
築
し
て
そ

こ
で
政
治
を
執
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
東
南
郭
正
殿

（エ

ピ
ノ
コ
大
殿
）
で
重
要
な
政
治
を
行
う
な
か
で
、
ま
た
斉
明
天
皇
の

「
大
安
殿
」
と

区
別
す
る
意
味
で

「大
極
殿
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
、
東
南
郭
正
殿
の
本
質
は
「
大
安
殿
」
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

極
論
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
と
い
う
の
は
天
武
が
自

分
の
都
と
し
て
完
成
を
目
指
し
た
「
新
城
」
す
な
わ
ち

「藤
原
京
」
造
営
の
た
め

の
仮
宮
的
な
存
在
で
あ
っ
た
た
め
に
正
式
の
宮
号
の
命
名
が
天
武
死
去
の
直
前
ま

-9-
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で
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

孝
徳
朝
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
造
営
に
あ
た
っ
て
も
小
郡
を
小
郡
宮
に
改
修
し
、

そ
こ
で
政
治
を
執
り
な
が
ら
豊
碕
宮
の
完
成
を
目
指
し
た
こ
と
と
相
通
じ
る
点
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
化
改
新
の
難
波
遷
都
や
長
柄
豊
碕
宮
の
造
営
に
関
し

て
は
、
孝
徳
政
権
の

一
員
と
し
て
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
過
程
や
唐

制
を
志
向
し
て
造
営
さ
れ
た
長
柄
豊
碕
宮
の
実
態
を
よ
く
知
っ
て
い
た
天
武

（大
海

人
皇
子
）
は
、
自
分
自
身
の
新
し
い
都
の
建
設
に
あ
た
っ
て
そ
れ
ら
の
経
験
を
活
か

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、
こ
の
「
新
宮
」
で
即
位
し
た
天
武
天
皇
は
六
七
六
年

（天
武
五
年
）

か
ら
自
分
自
身
の
新
し
い
都

（「
新
城
」

H
藤
原
京
）
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
六

八
O
年

（天
武
九
年
）
、
天
武
が
皇
后
鵬
野
讃
良

（う
の
の
き
ら
ら
）
の
病
回
復
を
願

っ
て
建
立
に
着
手
し
た
薬
師
寺
は
、
そ
の
遺
跡
が
本
薬
師
寺
跡
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
で
は
藤
原
京
の
条
坊
地
割
に
規
制
さ
れ
る
形
で
建
立

さ
れ
て
お
り
、
藤
原
京
の
造
営
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

一
方
で
、
天
武
は
中
国
の
複
数
の
都
を
お
く
制
度
を
取
り
入
れ
て
、
孝
徳
朝
の

難
波
長
柄
豊
碕
宮
が
存
続
し
、
交
通
・
経
済
・
外
交
の
要
衝
で
あ
る
難
波
の
地
を

藤
原
京
と
並
ぶ
都
と
し
て
復
活
さ
せ
る
た
め
に

難
波
宮
と
難
波
の
地
の
整
備
に

努
め
、
六
八
三
年

（天
武
二一
年
）
に
は
「
複
都
制
の
詔
」
を
出
し
て
先
ず
難
波
宮

を
都
に
い
た
し
ま
す
。

「
都
城
宮
室
は

一
処
に
非
ず
、
必
ず
両
参
に
造
ら
ん
」
と
い
う
天
武
の
複
都
制

の
構
想
に
つ
い
て
は

「日
本
を
西
国
、
中
央
部
、
東
国
に
三
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に

難
波
宮
、
藤
原
京
、
信
濃
宮
を
配
し
、
こ
の
三
つ

の
宮
が
一
次
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、
中
央
の
藤
原
京
が
二
次
的
に
日
本
全
体
を
統
括
す

る
、
と
い
う
こ
段
階
の
支
配
構
造
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
栄
原
永
遠

男
さ
ん
の
お
考
え
（
栄
原
二
O
O
三）

に
私
も
賛
成
で
す
。
詔
の
後
半
部
分
「
故
、

先
ず
難
波
を
都
と
せ
ん
と
欲
、
っ
。
是
を
以
っ
て
、
百
寮
の
者
、
各
往
り
て
家
地
を

請
え
」
は
、
都
と
し
て
の
実
態
の
あ
っ
た
難
波
宮
を
「
先
ず
」
都
と
し
、
本
命
の

藤
原
京
の
造
営
を
督
励
し
た
も
の
で
、
翌
年
の
六
八
四
年

（天
武一一一
一年
）
に
天
武

は
京
師
を
巡
行
し
て
、
宮
室
の
地
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
天
武
が
目
指
し
て

い
た
新
し
い
都
の
基
本
計
画
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
恩
わ
れ
ま
す
。

結
局
、
天
武
は
自
分
の
理
想
と
す
る
新
し
い
都
の
完
成
を
み
る
こ
と
な
く
亡
く

な
り
、
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
皇
后
の
持
統
天
皇
に
よ
っ
て
藤
原
京
は
完
成
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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（

2
）
難
波
長
柄
豊
碕
宮
と
藤
原
宮

図
7
・
表
3
は
、
前
期
難
波
宮
、

「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
、
藤
原
宮
の
中
枢
部
の

平
面
を
比
較
し
た
も
の
で
す
が
、

一
見
し
て
前
期
難
波
宮
と
藤
原
宮
の
聞
に
密
接

な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
ず
類
似
点
と
し
て

①
朝
堂
院
と
大
極
殿
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
東
西
幅
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
両
者
の
比
が

二
対
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
内
裏
前
殿
・
大
極
殿
を
囲
む
回
廊
の
東
・
西
・
衛
門
が
存
在
し
、
特
に
南
門
の

規
模
が
歴
代
の
宮
城
の
中
で
も
飛
び
ぬ
け
て
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

③
内
裏
・
大
極
殿
部
分
が
内
裏
外
郭
と
内
郭
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

④

内
裏
南
門
の
両
側
に
前
期
難
波
宮
で
は
八
角
楼
殿
が
、
藤
原
宮
で
も
東
西
の



難波宮から藤原宮へ〔中尾〕

前期難波宮と藤原宮の類似点と相違点

前期磁波宮

表3

藤原宮

類似点

朝堂院の東西幅 I 233.4m 

大極殿院の東西帽 I 114.6m 

巨大な大極殿南門 I 7X2聞

大極殿院束・西門 I sx2問

多数の靭堂 I 14堂

朝2誌の規模 ・構造 ｜ 第一堂 5×3間（55X27尺）

7×3問（70X24尺）

235.8m 

約118m

7×21渇

7×2閃

12堂

9×4問（ll8X48尺） （図面庇）

15×5附 （210×38尺） （二面庇 ・孫庇）

（第二堂以下、 床張り建物の可能性）

15×4閃 （210×38尺） （二面庇）

東・西楼

東 ・西靭集殿

翼廊形式？

掘立柱堺

第二蛍

（第二堂以下、床張り建物の可能性）

第三盆以下 12X2問(120×20尺）

Jf! .西八角殿

.W:· 西靭~殿

翼廊形式

掘立柱塀

＊・西楼閣の存在

朝集般の存在

宮城門（朱雀門）

内裏外郭

相違点

政I築様式 中国的な礎石・瓦王手き建築伝統的な掘立柱建築

大極殿のみ （天皇の独占空間）

（~壇建物の可能性）

内裂前殿と東 ・酋長殿大極殿院

楼
股
が
あ
り
ま
す
。

⑤
と
も
に
広
大
な
朝
堂
院
が
あ
り
ま
す
。
広
い
朝
庭
を
囲
ん
で
前
期
難
波
宮
で

は
少
な
く
と
も
一
四
、
藤
原
宮
で
は

二一
と
い
う
多
数
の
朝
堂
が
存
在
し
て

則
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
が
、
第

一
・
二
堂
と
第
三
堂
以
下
の
朝
堂
の
規
模
や
建
築
様
式
が
区

＠
朝
堂
院
の
南
に
朝
集
堂
が
存
在
す
る
こ
と
。

⑦

「
朱
雀
門
」
の
両
側
が

「興
廊
」
と
い
う
特
別
の
型
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

（植
木
二
O
O九
）。

③
内
裏
前
殿

・
大
極
殿
の
位
置
が
そ
れ
を
囲
む
回
廊
の
対
角
線
の
交
点
に
く
る

以
上
の
よ
う
に
両
者
の
規
模

・
構
造
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
前
期
難
波
宮
・
藤
原
宮
と
も
に
宮
域
の
周
囲
は

一
本
柱
の
塀
で
区
画
さ
れ

式
に
な
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す

て
い
ま
す
が
、
前
期
難
波
宮
の
「
朱
雀
門
」
の
両
側
は
披
廊
が
と
り
つ
く
翼
廊
形

藤
原
宮
の
「
朱
雀
門
」
で
は

一
部
が

ロ

T
I
l
l
口

口

瞳：J
111•：.陶鳳富
(8 7 2～6 9 4) 

Ii緩｛・.’R》
(6 ..～7 l 0】I I － m想定後初略，a・奮

(6 5 E～・86)

長柄豊碕宮・飛鳥浄御原宮・
藤原宮中枢部比較図

図7
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未
発
掘
の
た
め
未
確
認
で
す
が
、

一
本
柱
の
塀
で
は
な
く
単
廊
あ
る
い
は
複
廊
の

回
廊
が
と
り
つ
い
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
違
点
と
し
て
は
、
前
期
難
波
宮
や
飛
鳥
宮
E
｜
A
・
B
期
が
全
て
掘
立
柱
で

瓦
を
葺
か
な
い
伝
統
的
な
建
築
様
式
で
あ
る
の
に
対
し
、
藤
原
宮
は
日
本
で
最
初

の
瓦
葺
き
宮
殿
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
礎
石
建
ち
・
瓦
茸
き
の
中
国
的
な
建

築
様
式
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
前
期
難
波
宮
の
内
裏
前
殿
の
前

に
は
東

・
西
長
殿
が
存
在
し
て
、
臣
下
の
も
の
が
内
裏
前
殿
の
区
域
に
参
入
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
藤
原
宮
の
大
極
殿
院
は
大
極
殿
の
み
が
存
す
る
天
皇

の
独
占
空
間
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
違
い
で
あ
り
ま
す
。
相
違
点
は
造
営
年
代
の

時
期
差
、
発
展
の
段
階
差
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

後
で
も
触
れ
ま
す
が
、
前
期
難
波
宮
は
掘
立
柱
で
瓦
を
茸
か
な
い
伝
統
的
な
建

築
で
あ
り
な
が
ら
、
基
壇
を
持
つ
土
問
式
の
中
国
的
な
建
築
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
と
と
も
に
中
園
都
城
制
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

前
期
難
波
宮
と
藤
原
宮
の
中
心
部
に
共
通
す
る
要
素
の
多
い
こ
と
は

天
武
自

身
の
新
し
い
宮
室
の
造
営
に
あ
た
っ
て
、
当
時
難
波
に
存
在
し
て
い
た
長
柄
豊
碕

宮
を
モ
デ
ル
に
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
思
い
ま
す
。

藤
原
宮
の
中
枢
部
の
状
況
は
飛
鳥
宮
皿
｜
B
遺
構
の
東
南
郭
と
前
期
難
波
宮
の

朝
堂
院
を
合
成
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

「
新
宮
」
造
営
当
時
難
波
に
現

存
し
、

天
武
の
複
都
制
構
想
の
対
象
と
し
て
藤
原
京
の
造
営
と
並
行
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
た
前
期
難
波
宮
（
難
波
長
柄
豊
鶴
宮
）
を
直
接
的
な
モ
デ
ル
と
し
て

藤
原
宮
が
造
営
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
極
殿
の
成
立
と
系
譜

（

1
）
大
極
殿
の
成
立

「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
は
、
斉
明
天
皇
の
後
飛
鳥
岡
本
宮
の
東
南
に
「
東
南
郭
」

（
エ
ピ
ノ
コ
郭
）
を
付
け
加
え
た
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
が
、

『日
本
書
紀
」
に
は

浄
御
原
宮
の
宮
殿
名
と
し
て
「
大
安
殿
・
外
安
殿
・
内
安
殿
」
な
ど
と
と
も
に
律

令
の
制
定
や
後
の

『古
事
記
・
日
本
書
紀
』
に
つ
な
が
る
歴
史
書
の
編
纂
を
命
じ

た
重
要
な
宮
殿
と
し
て
、
ま
た
王
族
や
貴
族
に
対
す
る
賜
宴
の
場
と
し
て
四
度
に

わ
た
っ
て
「
大
極
殿
」
の
名
が
出
て
き
ま
す
。

大
極
殿
は
朝
堂
院
の
正
殿
で
、
文
献
史
料
的
に
も
考
古
学
的
に
も
確
認
で
き
る

最
初
の
大
極
殿
は
藤
原
宮
の
大
極
殿
で
、
浄
御
原
宮
に
お
け
る
「
大
極
殿
」
の
名
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は
、
後
世
の
追
記
あ
る
い
は
潤
色
と
考
え
る
の
が
従
来
の
通
説
で
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
飛
鳥
宮
跡
の
発
掘
を
担
当
さ
れ
て
い
る
林
部
均
さ
ん
は
、

エ
ピ
ノ
コ
郭
の

正
殿
で
あ
る
エ
ビ
ノ
コ
大
殿
を
「
大
極
殿
」
と
考
え
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
お
い
て

新
し
い
機
能
や
性
格
を
も
っ
た
「
大
極
殿
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

浄
御
原
宮
の
「
大
極
殿
」
で
は
、
詔
の
発
布
や
賜
宴
に
際
し
て
親
玉
・
諸
王
や

諸
臣
を
呼
び
い
れ
て
お
り
、
天
皇
の
独
占
空
間
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
藤
原
宮

の
大
極
殿
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
り
ま
す
。

私
は
推
古
天
皇
の
小
墾
田
宮
の
段
階
で
は

一
つ
で
あ
っ
た
内
裏
の
正
殿
「
大
殿
」

（
お
お
と
の
）
の
機
能
が
公
的
機
能
の
場
で
あ
る

「内
裏
前
殿
」
と
私
的
機
能
の
場

で
あ
る
「
内
裏
後
殿
」
に
分
化
し
た
の
が
長
柄
豊
碕
宮
の
段
階
で
、

「内
裏
前
殿
」



は
「
大
安
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
飛
鳥
岡
本
宮
の
遺
構
で
あ
る
飛
鳥
宮
E
1
A期
の
こ
の
正
殿

（ω胃
2
0）
は
前

期
難
波
宮
の
内
裏
前
殿
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
、
斉
明
天
皇
の

「大
安
殿
」
に
当

た
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
東
南
郭
正
殿

（エ
ピ
ノ
コ
大
殿
）
は
、
本
来
天
武
天
皇
の

「大
安
殿
」
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
南
郭
正
殿
は
九
×
五
問
、
梁
間
三
聞
の
身
舎
の
四
函
に
庇
を
め
ぐ
ら
し
た
高

床
の
建
物
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
本
忠
尚
さ
ん
は
こ
う
し
た
「
梁
間
三
間

四
面
庇
付
き
建
物
」
の
類
例
を
広
く
収
集
し
て
検
討
を
加
え
、
結
論
と
し
て
七
世

紀
中
ご
ろ
の
前
期
難
波
宮
か
ら
奈
良
時
代
を
経
て
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
天
皇
が

居
住
す
る
建
物

（御
在
所
）
は
、

一
貫
し
て

「梁
間
三
間
四
面
庇
付
き
建
物
」
で
あ

っ
た
と
し
て
、
同
じ
構
造
を
持
つ
東
南
郭
正
殿
は
大
極
殿
で
は
あ
り
得
ず
、
大
極

殿
は
藤
原
宮
の
段
階
で
成
立
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

（山
本
ニ
O
O四
）。

藤
原
宮
大
極
殿
は
、
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
内
裏
前
殿

（大
安
鍛
）
の
系
譜
を
引

き
、
内
装
前
殿
や
飛
鳥
宮
E
｜

B
期
遺
構

（飛
鳥
浄
御
原
宮
）
の
東
南
郭
正
殿
の
公

的
機
能
を
天
皇
の
独
占
空
間
と
し
て
、
公
的
儀
礼
の
場
と
し
て
純
化
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
礎
石
建
ち
・
瓦
葺
き
で
「
梁
間
二
間
四
面
庇
付
建
物
」
の
建
築
構

造
や
そ
の
外
観
は
、
東
南
純
正
殿
を
質
量
と
も
に
大
き
く
飛
躍
す
る
も
の
で
あ
り
、

難波宮から藤原宮へ〔中尾〕

律
令
制
的
大
極
殿
と
し
て
装
い
を
新
た
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で

「内
裏
後
殿
」
の
性
格
に
つ
い
て
私
は
推
古
朝
の
小
懇
田
宮
の
段
階

の
「
大
殿
」
の
公
的
機
能
が
豊
碕
宮
の
「
内
裏
前
殿
」
に
、
私
的
機
能
が
「
内
裏

後
巌
」
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

「
内
装
前
殿
」
と
軒
廊
で
つ
な
が

れ
、
前
庭
を
有
し
な
い
「
内
裏
後
殿
」
は
正
殿
で
は
あ
り
得
ず
、

「
内
裏
前
殿
」

は
奈
良
時
代
以
降
の
大
極
殿
後
殿
（
小
安
殿
）
に
当
た
る
殿
舎
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
が
あ
り
ま
す

（植
木
二
O
O九
）。

私
は
内
裏
前
殿
区
と
は
塀
と
建
物
で
区
画
さ
れ
、
内
裏
前
殿
に
次
ぐ
規
模
と
「
梁

尚
三
間
四
面
庇
付
建
物
」
の
構
造
を
持
つ
内
裏
後
殿
は
や
は
り
正
殿
で
あ
る
が
、

「内
裏
前
殿
」
と
の
関
係
が
密
接
あ
る
い
は
「
内
裏
前
殿
」
か
ら
の
分
化
が
不
徹

底
の
段
階
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
藤
原
宮
大
極
殿

の
後
方
に
後
殿
的
建
物
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
内
裏
後
殿
」
と
東
・
商
脇
殿
は
、
奈
良
時
代
以
降
の
内
裏
正
殿

（紫
寝
殿
）
を

囲
む

一
郭
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
私
は
「
内
裏
後
殿
」
区
以
北
部
分
が
後

の
内
裏
区
画
に
分
離
・
発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

未
発
掘
で
あ
り
ま
す
が
、

「
内
裏
後
殿
」
の
背
後
に

「正
殿
」
の
存
在
が
予
測
で

き
、
前
期
難
波
宮
の
内
裏
の
構
造
に
つ
い
て
は
今
後
も
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（2
）
大
極
殿
の
系
譜

図
8
は
前
期
難
波
宮
の
内
裏
前
殿
、
飛
鳥
宮
E
！
B
期
の
東
南
郭
正
殿
、
藤
原

宮
の
復
元
図
と
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
平
面
図
を
示
し
た
も
の
で
す
。

確
実
な
大
極
殿
の
例
で
あ
る
藤
原
宮

・
平
城
宮

・
後
期
難
波
宮

・
長
岡
宮

・
平

安
宮
の
い
ず
れ
の
場
合
も
そ
の
建
物
の
平
面
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
梁

間
二
間
四
面
庇
付
建
物
」
で
、
基
壇
の
上
に
立
つ
礎
石
建
ち
・
瓦
茸
き
の
中
国
的

な
大
建
築
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
本
来
内
装
の
正
殿
で
あ
る

「大
安
殿
」

-13-
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の
平
面
は
「
梁
間
三
間
四
商
庇
付
建
物
」
で
、
掘
立
柱
の
高
床
建
築
で
瓦
を
茸
き

ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
大
安
殿
は
奈
良
時
代
の
平
城
宮
の
内
裏
正
殿
に
つ
な
が
っ

て
い
く
建
物
で
あ
り
ま
す
。

東
南
郭
正
殿
は
明
ら
か
に
「
大
安
殿
」
の
平
面
を
持
ち
、
こ
の
よ
う
な
掘
立
柱
・

高
床
で
槍
皮
茸
き
の
屋
根
の
伝
統
的
な
形
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
期
難
波
宮
の
内
裏
前
殿
も
明
ら
か
に
「
大
安
殿
」
の
系
列
に
属
し
て
い
て
、

掘
立
柱
建
物
で
瓦
を
茸
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
復
元
さ
れ
た
外
観
は
後
の
藤
原

宮
と
き
わ
め
て
よ
く
似
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
同
じ
掘
立
柱
建
物
で

あ
り
な
が
ら
高
床
で
な
か
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
建
物
の
外
周
に
こ
の
よ
う

な
小
さ
な
掘
立
柱
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
木
製
の
基
壇
が
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る

こ
と
や
唐
の
宮
殿
建
築
の
影
響
を
想
定
し
て
こ
の
よ
う
な
中
国
風
の
建
築
に
復
元

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
本
質
は
「
大
安
殿
」
で
あ
り
ま
す
。
東
南
郭
正

殿
が
そ
の
建
築
構
造
や
様
式
か
ら
も
大
極
殿
の
そ
れ
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
私
は
、
藤
原
宮
の
大
極
殿
は
前
期
難
波
宮
内
装
前
殿
や
飛
鳥
富
田
｜

B
期

の
東
南
郭
正
殿
と
ま
っ
た
く
無
関
係
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
位
置
や
機

能
の
系
譜
を
引
き
な
が
ら
も
、
律
令
制
に
基
づ
く
最
初
の
大
極
殿
と
し
て
大
き
な

質
的
飛
躍
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

「
我
が
固
に
お
け
る
大
極
殿
は
、
従
来
の
宮
室
構
成
殿
舎
の
中
に
全
く
異
質
な

存
在
と
し
て
突
然
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
持
つ
べ
き
機
能
は
律
令
体
制

の
整
備
と
機
を
あ
わ
せ
つ
つ
、
従
来
の
オ
ホ
ト
ノ
の
系
譜
よ
り
分
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
我
が
国
独
自
の
大
極
殿
へ
と
発
展
し
て
い

っ
た
」
と
す
る
石
川
千
恵

子
さ
ん
の
考
え
（
石
川

－
九
九
O
）
を
支
持
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（3
）
朝
堂
院
と
曹
司
の
成
立

前
期
難
波
宮
の
多
数

（一

四
堂
）
の
朝
堂

（庁
）
と
広
大
な
朝
庭
か
ら
成
る
区
画

の
性
格
に
つ
い
て
吉
川
真
司
さ
ん
は
、
大
化
五
年
の

「八
省
百
官
」
の
創
設
を
機

’
』、
』

一
四
棟
以
上
の
朝
堂
が
存
す
る
大
規
模
な
朝
堂
院
を
持
つ
こ
と
、
広
大
な
宮

域
内
に
い
く
つ
も
の
官
街

（智
司
）
が
置
か
れ
た
こ
と
に
難
波
長
柄
豊
碕
宮

（前
期

難
波
宮）

の
先
進
性
を
認
め
、
新
た
な
中
央
政
治
機
構
の
執
務
空
間
と
し
て
朝
堂

（侍
候

・
口
頭
政
務
）
と
曹
司
（
実
務
処
理
・
止
宿
）
の
双
方
を
設
け
た
た
め
、

王
宮

は
突
如
と
し
て
巨
大
化
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

（古
川
一
九
九
七
）。

前
期
難

波
宮
か
ら
藤
原
宮
に
至
る
変
避
の
中
で
前
期
雛
波
宮
の
段
階
で
成
立
し
た
朝
堂
院

-14一

が
飛
鳥
宮
E
期
の
宮
殿
に
な
ぜ
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

飛
鳥
で
は
宮
域
外
に
分
散
し
て
い
た
国
政
機
関

（外
延
機
能
）
や
国
政
を
担
う
各

豪
族
の
邸
宅
の
機
能
な
ど
が
、
難
波
遷
都
に
よ
る
新
し
い
都
の
造
営
を
機
会
に
宮

域
内
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
が
、
前
期
難
波
宮
の
よ
う
な
飛
鳥
宮
を
は
る
か
に
し
の

ぐ
空
前
の
規
模
と
構
造
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

天
皇
の
御
在
所
で
あ
る
内
裏
の
南
に
は
元
日
の
朝
賀
の
儀
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

儀
式
を
行
う
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
位
を
持
つ
官
人
が
毎
日
出
勤
し
て
政
治
を
行

う
場
で
あ
る
朝
堂
院
の
ほ
か
西
方
官
衡
や
東
方
官
衡
な
ど
の
役
所
群
が

一
つ
の
宮

域
内
に
ま
と
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
西
方
官
術
は

「難
波
の
大
蔵
」、

東
方
官
衡
の
三
棟
の
倉
庫
を
中
心
と
す
る

一
角
は
朱
烏
元
年
の
火
災
で
焼
失
を
免

れ
た

「
兵
庫
職
」
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。



難波宮から藤原宮へ〔中尾〕

前期障E畿管内.前殿

正草原宮大儀殿

大後殿

（梁l均二Rrll!!lilii庇付建物）

T寸一I! r x I I寸寸

ιi r r 1 R 
藤原省大m殿

平城宮内w正民主
平城宮第2次大緩殿

図8 大極殿・ 大安殿の平面と建築様式

-15-

大安殿

＜~roll三間図面l1E付絵物｝

L↓il; 
内裏前殿

同件

Jl!m車y,正殿

以~

国
内裏正殿



i寅講

と
こ
ろ
が
、
都
が
難
波
か
ら
飛
鳥
に
帰
り
ま
す
と
天
皇
の
御
在
所
で
あ
る
内
裏

の
部
分
は
建
て
替
え
ら
れ
ま
す
が
、
宮
域
外
に
分
散
し
て
い
た
外
廷
機
関
は
そ
の

ま
ま
残
る
と
い
う
飛
鳥
の
伝
統
的
な
宮
室
の
形
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
前
期

難
波
宮
の
よ
う
な
広
大
な
朝
堂
院
が
造
ら
れ
な
か

っ
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

図
9
は
七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
の
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
を

中
心
に
そ
の
宮
城
外
に
小
墾
田
兵
庫
・
後
の
民
部
省
に
当
た
る
「
民
官
」
の
役
所
、

石
神
遺
跡
の
饗
宴
施
設
、
水
落
遺
跡
の
時
計
台
（
漏
刻
）
、
飛
鳥
池
遺
跡
の
官
営
工

房
な
ど
が
分
散
し
て
存
在
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

こ
の
線
は
浄
御
原
宮
の
か
つ
て
の
推
定
宮
城
の
北
限
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ

::am 

図9 飛鳥宮と分散する外廷官街

の
南
北
の
長
さ
は
約
七
五
O
m
で
、
前
期
難
波
宮
の
南
北
の
長
さ
に
匹
敵
し
ま
す
。

最
近
の
調
査
で
そ
の
北
限
は
さ
ら
に
北
側
の
飛
鳥
寺
の
寺
地
近
く
ま
で
広
が
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
御
原
宮
に
前
期
難
波
宮
の
よ
う
な
朝
堂
院
が

な
い
の
は
内
郭
南
方
が
飛
鳥
川
で
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
造
営
の
余
地
が
な
か
っ

た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
郭
の
北
側
に
大
き
な
空
聞
が
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
内
郭
の
位
置
を
北
に
大
き
く
寄
せ
れ
ば
、
内
郭
の
南
に
前
期
難
波
宮
の
朝

堂
院
を
建
設
す
る
だ
け
の
余
地
が
充
分
と
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
の
大
改

造
は
せ
ず
「
大
安
殿
」
の
新
設
に
と
ど
め
た
の
は
、
や
は
り

「新
城
」
の
造
営
が

天
武
の
本
命
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
飛
鳥
宮
時
代
の
分
散
し
て
い
た
国
政
機
関
は
、
次
の
藤
原
宮
で
は
、

前
期
難
波
宮
と
同
じ
よ
う
に
宮
域
内
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

F
O
 

陪

・
唐
の
中
国
都
城
制
の
影
響
の
下
に
成
立
し
た
前
期
難
波
宮

（難
波
長
柄
盛
碕

宮
）
は
、
藤
原
宮
を
経
て
平
城
宮
に
至
る
日
本
古
代
宮
城
制
度
の
原
型
と
し
て
画
期

的
な
意
義
を
有
す
る
宮
重
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
前
期
難
波
宮
の
段
階
か
ら
藤
原
宮
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
日
本
古
代
宮

都
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て
、
主
と
し
て
考
古
学
的
な
成
果
に
基
づ
い
て
私
の
考

え
て
い
る
こ
と
の

一
端
を
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
講
演
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
て
細
か
い
論
証
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
論
文
と
し
て
皆

さ
ん
の
ご
批
正
を
得
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
静
聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



【付
記
】
本
稿
は
ニ
O
O九
年
（
平
成
二
O
）
五
月
十
六
日
の
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
に
お

け
る
講
演
原
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

雛波宮から藤原、宮へ〔中尾〕

【参
考
文
献
｝

①
石
川
千
恵
子

「古
代
大
殿
祭
考
」

『
日
本
歴
史
」
五
O
五
号
、

一
九
九
O
年

②
吉
川
真
司
「
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
歴
史
的
位
置
」

「日
本
国
家
の
史
的
特
質
古
代

・
中

世
」
思
文
闘
出
版
、
一
九
九
七
年

①
林

郁

均

「古
代
宮
都
形
成
過
程
の
研
究
」
車
問
木
書
店
、

二
O
O
一
年

＠
桜
山
洋
「
難
波
長
柄
坐
碕
宮
と
飛
鳥
浄
御
原
宮
｜
大
極
殿
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て」

『史

大
日
本
史
』

5
号、

二
O
O
一
年

⑤
小

津

毅

『日
本
古
代
宮
都
構
造
の
研
究
』
背
木
曾
店
、

二
O
O
一－一
年

⑥
栄
原
永
遠
闘
力
「
天
武
天
皇
の
複
都
制
構
想
」

『市
大
日
本
史
』
第
六
号

二
O
O三
年

⑦
山
本
忠
尚
「
祭
殿
か
ら
内
裏
正
殿
へ
｜
梁
間
三
間
四
面
庇
付
建
物
の
意
義
」

「古
代
文

化
」

五
四
四
・
五
四
五
号
、

ニ
O
O
四
年

＠
古
川
真
司
「
王
宮
と
官
入
社
会
」
『
列
島
の
古
代
史
3

社
会
集
団
と
政
治
組
織
』
岩
波

轡
店
、

ニ
O
O五
年

⑨
中
尾
芳
治
「
日
本
都
城
研
究
の
現
状
」
中
尾
・
佐
藤
興
治
・
小
笠
原
好
彦
編

『古
代
目

本
と
朝
鮮
の
都
城
』
ミ
ネ
ル
ヴ
7
4官
房
、

二
O
O七
年

⑩

「都
城
制
研
究

（1
）
』
奈
良
女
子
大
学
幻
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集
第
一
六、

二
O
O七
年

⑪

『都
城
制
研
究
（
2
）
」

「
宮
中
枢
部
の
形
成
と
展
開
｜
大
極
殿
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」

奈
良
女
子
大
学
幻
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集
第
二
三
、
二
O
O八
年

⑫
林
郁
均
「
飛
’
M
宮
と
藤
原
京
』
吉
川
弘
文
館
、

ニ
O
O八
年

⑬
中
尾
芳
治
「
宮
跡
か
ら
さ
ぐ
る
孝
徳
籾
｜
前
期
難
波
宮
の
実
態
」
『
大
化
改
新
と
古
代

国
家
誕
生
」
新
人
物
往
来
社
、

二
O
O八
年

⑭
小
津
毅
「
藤
原
京
の
成
立
と
構
造
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

⑮
井
上
正
人
「
日
本
古
代
都
城
造
営
の
史
的
意
義
l
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
潮
流
の
中
で

ー
」
⑬
⑮
と
も
に
王
維
坤
・
宇
野
隆
夫
編

『古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
、
二

O
O九
年

⑬
植
木
久
「
前
期
難
波
宮
中
枢
部
の
諸
問
題
｜
特
に
藤
原
宮
と
比
較
し
て
」

研
究
会
発
表
資
料
）
二
O
O九
年

（
都
城
制

【挿
図
出
典
】

図
1

小
津
毅

・
参
考
文
献
⑬

図
2

林
部
均
「
第
6
章
ま
と
め
｜
古
代
宮
都
の
中
の
飛
鳥
京
跡
｜
」

跡
」
皿
、
二

O
O八
年
）
所
載
図
面
を
編
集
作
成
。

図
3

中
尾
芳
治

・
参
考
文
献
⑬

図
4

佐

藤

隆

「古
代
難
波
地
域
の
土
器
様
相
と
そ
の
史
的
背
景
」

『難
波
宮
祉
の
研
究
」

第
十

て

（

財
）
大
阪
市
文
化
財
協
会
、

ニ
0
0
0年

図
5

唐
長
安
城
宮

・
皇
城
復
元
図
は
、
妹
尾
途
彦

「長
安
の
都
市
計
画
』
（
講
絞
社
選
書

メ
チ
ェ
、

二
O
O
一
年
）
図
＝一二

図
6

大
阪
歴
史
博
物
館

「古
代
都
市
誕
生
展
図
録
』
表
紙
、
二

O
O四
年

図
7

図
2
よ
り
編
集
作
成
。

図
8

中
尾
作
成
。

図
9

相
原
務
之
「
飛
鳥
古
京
か
ら
明
日
香
へ
｜
飛
鳥
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
形
成

過
程
｜
」
（
『
明
日
香
村
文
化
財
線
査
研
究
紀
星
第
6
号
、
二
O
O七
年
）
図
ー

に
加
輪
車
作
成
。

表
1
1
3

中
尾
作
成
。

（
『飛
鳥
京

（
元
帝
塚
山
学
院
大
学
）
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